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　私たちの体をめぐる血液は，必要に応じて「固まること」と「固まらないこと」の両方が求めら

れるという，相反する重要な役割を担っています．血管が損傷したときには迅速に止血し，逆に不

要な血栓は作らず，血流を保つことが必要です．この血液の凝固・線溶は様々な因子によって制御

されており，この精緻なバランスが崩れたとき，出血傾向や血栓傾向といった様々な病態が現れま

す．

　小児においては様々な出血・凝固異常があります．しかし，多くの疾患はまれであり，その希少

性ゆえにほとんどの小児科医が日常的に直面することは多くありません．また，これらの出血・凝

固異常に関連する検査は，その複雑さから苦手意識をもたれることも多いです．しかし，診療の現

場では，「ちょっとした検査異常」や「出血・凝固異常が疑われる症状」に遭遇する機会はしばしば

あり，これらの適切な解釈や鑑別に困ることがしばしばあります．

　出血・凝固異常は，遺伝性の疾患も多く，家族歴の丁寧な聴取も必要です．ただし，必ずしも新

生児期から症状が出現するとは限らず，乳児期，幼児期，小児期といった幅広い年齢層にわたって

みられます．その一方で，月齢・年齢ごとに凝固検査の基準範囲は異なるため，結果の解釈にも注

意が必要です．そのため，病態を正確に把握し，必要に応じて適切な検査を行い，診断に結びつけ

る力が求められます．また，小児が罹患する様々な全身疾患に，出血・凝固異常が併発することも

多く，適切な管理が必要な場面も多く経験します．

　病態に即した治療を行うためには，正確な診断が不可欠です．誤った診断に基づく治療は，か

えって悪影響を及ぼす可能性もあります．一方で，これらの疾患に関する具体的な臨床経験が少な

いことから，理論的には理解していても，実際の検査所見や経過をどのように捉えるべきか，実感

としてつかみにくいという声もよく聞かれます．特に初学者や若手医師にとっては，異常値の意味

づけや次に何をすべきかについて不安を感じる場面もあるでしょう．

　本特集では，総論として凝固と線溶の生理に関する基本的な知識と，凝固に関連する検査の方法

とその解釈について解説をしていただきます．後半の各論では，出血性疾患・凝固異常症の疾患ご

との病態，診断，そして治療方法に焦点をあてます．特に疾患ごとの各論では，具体的な患者を想

定した症状と検査結果を示し，臨床での理解を助けるように構成しています．

　本特集が，小児医療に携わる現場の医師の出血・凝固異常に対する理解を深め，不安を解消し，

自信をもって診療に臨むための一助となれば幸いです．
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